












































































































2.2 Hiebert & Carpenter(1992)の「理解」 

















































































































課題把握 具体的な検証 普遍的な説明 



































































































































































































































































































P1，P2は P の各稜を 1/2 にした三角錐，
Q1，Q2は Q の各稜を 1/2 にした三角柱で
ある。よって， 
P=xQ  ,  P=2                    
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